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看取り等における看護サービスの活用
指導助言のポイント（その１）

①看護サービス活用の目的は明確か。

利用者の状態像による選択ができているか。

②医療、介護、本人および家族を含めたチーム

ケアの意識はあるか。

③医療との連携から、予後予測を適切にアセス

メントし、ケアプランに位置付けているか。
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看取り等における看護サービスの活用
指導助言のポイント（その２）

④本人および家族の意向は確認できているか。

ズレはないか。ゆらぎを理解しているか。

⑤状態変化時の情報共有や目標・サービス等の

変更は適切かつスピーディーに行われてるか。

⑥ペインマネジメントにおいて、トータルペインの

視点があるか。
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看取り等における看護サービスの活用
指導助言のポイント（その３）

⑦看取りの場合は、どの時期にあるか把握して
いるか。本人の安楽と家族の不安軽減に
努めているか。

⑧緊急連絡先や連絡方法が具体的に決められ、
ケアチームで共有できているか。

⑨ACPを理解し、意思決定支援の視点があるか。
それに沿った適切なチーム作りができているか。
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看取り等における看護サービスの活用
指導助言のポイント（その４）

⑩看取り期であっても、利用者の生きがい

や役割を尊重する視点や、

医療と介護・本人および家族の

役割分担を明確にした

ケアプラン作成となっているか。
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